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プロジェクト概要 
最終更新日 平成 22 年 6月 8日 

プログラム名 健康安心プログラム 

プロジェクト名 研究用モデル細胞の創製技術開発 プロジェクト番号：Ｐ０５０１０  

担当推進部/担当者 
バイオテクノロジー・医療技術開発部 担当者氏名 大友 純（平成 22 年 6月 8 日現在） 

バイオテクノロジー・医療技術開発部 担当者氏名 新田 実（平成 17 年 4月～平成 21 年 8月）

０．事業の概要 

ゲノム情報を利用した創薬プロセスの導入によって、新薬の開発プロセスを効率化し、安価な医

薬品を迅速に上市することが可能になると期待されている。また、遺伝子機能の解明や新薬の安全

性や効果を評価する際には、従来、マウスやウサギなどの動物や長期間にわたって培養されている

株化されたヒト細胞を利用して評価を行っていたが、これらの細胞とヒト生体内の細胞は異なった

性質を持っているため、実際の生体内の細胞に近い状態の細胞を用いた評価系の確立が望まれてい

る。 

 本プロジェクトでは、無限に増殖できるとともに、あらゆる細胞組織に分化できる多能性を有す

るヒト ES 細胞（ヒト胚性幹細胞）由来の、均質な遺伝的背景を有したモデル細胞を樹立し利用す

ることによって、前臨床試験の段階で臨床試験に進めるかどうかを、より早期に判断することを可

能とする有用な研究用モデル細胞の構築を行う。さらに、モデル細胞と各種デバイス技術とを融合

させることにより薬物の効果・毒性・副作用等の定量的な評価を可能とする創薬支援システムの構

築をめざす。 

Ⅰ．事業の位置付

け・必要性につ

いて 

健康安心プログラムの一環として、モデル細胞の創製技術を行うものである。 

所要の整備を図っていくため、国（ＮＥＤＯ）の積極的な関与が必要なものと考える。 

Ⅱ．研究開発マネジメントについて 

 

 

事業の目標 

ヒト ES 細胞の加工技術、分化誘導制御技術を確立するとともに、当該技術を用いて遺伝子機能の解

明や新薬の安全性評価、創薬研究の効率化のための技術基盤として有用な研究用モデル細胞を創製

する。 

事業の計画内容 

主な実施事項 Ｈ17fy Ｈ18fy Ｈ19fy Ｈ20fy Ｈ21fy 

ヒトＥＳ細胞加工技

術開発 

 
    -- 

ヒトＥＳ細胞分化誘

導制御技術開発 

 

    -- 

研究用モデル細胞構

築技術開発 
 

    -- 

-- -- -- -- -- -- -- 

 

開発予算 
（単位：百万円） 

会計・勘定 Ｈ17fy Ｈ18fy Ｈ19fy Ｈ20fy Ｈ21fy 総額 

一般会計 ２８７ ３２１ ６８６ ５１９ ４８７ ２,３００

特別会計 -- -- -- -- -- -- 

加速予算 -- -- -- -- -- -- 

総予算額 ２８７ ３２１ ６８６ ５１９ ４８７ ２,３００

開発体制 

経産省担当原課 
経済産業省製造産業局生物化学産業課 

経済産業省産業技術環境局研究開発課  

プロジェクトリーダ

ー 

国立大学法人 京都大学 物質—細胞統合システム 

拠点長 教授 中辻 憲夫 
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委託先 

国立大学法人京都大学再生医科学研究所、特定非営利活動法人幹細胞創

薬研究所、国立大学法人大阪大学蛋白質研究所、国立大学法人東京医科歯

科大学、国立大学法人東京大学、独立行政法人国立環境研究所、財団法人

日本皮革研究所 

情勢変化への対

応 

研究の進捗に伴い、以下のような対応を行った。 

１． 平成１７年スタートし後、研究開発を促進するために、平成１８年度は研究内容を追加充実

して委託先の追加公募を実施した。 

２． 平成１８年度は、研究内容の追加による大幅な増額変更を実施した。 

中間評価結果へ

の対応 

中間評価結果への評価書指摘事項に対し、以下のような対応を行った。 

１． ヒト ES 細胞研究の大臣確認は必要なグループで取得を完了した。8月の「ヒトＥＳ細胞の樹

立及び使用に関する指針」の改定により、使用研究が進められるようになったことを踏まえ、

研究を推進していく。 

２． 創薬産業利用に資する実用化を目指して、ニーズに基づいた優先課題を現時点で再確認し、

モデル細胞の評価基準を明確化するとともに、情報交換・意思統一の強化を進める。なお肝細

胞研究については関係者でチームを作り毎月ミーティングを行うなど、統一的に評価できる体

制を整えた。 

３． 研究実施体制を有効に活用しながら、モデル細胞の評価基準を明確化することにより、具体

的に実用化に近いモデル細胞の絞り込みとその創製に向けたマイルストーンの見直し（優先課

題の明確化）を平成 20 年度中に行うこととする。さらに、必要があれば最終目標の見直しも

行う。  

４． ヒト ES 細胞の産業利用に関するニーズ把握は既に実施してきているところであるが、iPS 細

胞への適用も含め随時見直し、その状況を踏まえて、社会に向けてプロジェクトの成果を積極

的に発信していく。 

５． 継続して特許情報を把握し、国際的な競争力が薄保できるように特許出願に努める。 

６． 個々のテーマに対し ES 細胞での実用化に止まらず iPS 細胞への適用も含めて現時点で実用化

の道筋（ロードマップ）を見直し、実用化の姿について具体例を示しつつ、プレスへの広報等

を通じて広く一般に示し、この研究および実用化についての理解を得るように努めていく。 

７． プロジェクトリーダーと連携しつつ、引き続き研究推進委員会や開発担当者会議を活用し、

実施者間の情報交換、意思疎通に努め、技術展開を図る。既に肝細胞チームを作って連携強化

を図る等の具体的な活動に着手した。 

８． 創薬産業界において研究に資することが可能となるモデル細胞の創製順位を明確に設定し、

そのモデル細胞を着実に創製していく。 

９． ヒト ES 細胞の加工技術開発については遺伝子機能の解明や創薬研究での利用に対するニーズ

を踏まえ、既に明確化している具体的なターゲット（遺伝子、細胞等）について引き続き検討

する。 

１０．遺伝子導入法については導入効率等／組換え効率等を各手法間で比較できるように研究を進

めているところであるが、今後も長所短所を明確にしつつ系統化・体系化し、外部の研究者か

ら見ても分かりやすく示していく。 

１１．ヒト ES 細胞の加工技術を何に応用するかについては産業技術としての実用化ニーズ等を踏ま

えて決定しているところであるが、具体的な有用性を示せる応用例の研究成果を示せるよう研

究を進めていく。 

１２．遺伝子導入技術や相同組み換え技術については、まずは組換え効率を上げることに注力し、

その後、汎用性について京大の保有する３種のヒト ES 細胞株において同様の成果を得られる

ことを確認していく。 

１３．HPRT 遺伝子座以外の遺伝子座の相同組み換え法についても、全体の優先課題を見直す中で、

取り組みの可能性を検討し、実施内容に反映させる。 

１４．相同組み換え技術については、まだ、組換効率向上等の技術改良が必要な段階であるが、研

究後半に向けては、分化誘導技術等との組み合わせも含め、具体的な有用性を示す研究を中心

に重点化する。 

１５．遺伝子機能の解明や創薬研究での応用を目指し、既に実用化プランを作成しているが、本研

究開発の進捗や顧客ニーズを踏まえて、必要な見直しを行い、着実な産業利用へつなげること

に努める。 

１６．中間評価を受け、これまでに開発してきた要素技術の統合を目的として関連ある実施機関を

まとめ肝細胞チームを作り、創薬現場等の産業利用で求められる肝細胞の機能の評価基準と到

達目標を明確化するとともに、創出した肝様細胞を評価することによって以降の開発にデータ

をフィードバックしながら実用化にむけた開発を順次すすめる。 

１７．分化誘導制御技術の優先課題（再現性、効率向上等）に留意して研究を進めているところで

あるが、指摘事項を踏まえ、引き続き、より注意して進める。 
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中間評価結果へ

の対応 

１８．人工基底膜による分化誘導法の開発は、まずは機能の検証を進めることが第一であるが、技

術の進展を踏まえつつ有用な技術については適宜取り入れていく。 

１９．優先課題を重点化し誘導効率を高めた技術の確立を関係するグループの連携のもとで前倒し

して進めいち早い提供を目指す。 

２０．実用化可能性を重視して優先課題を整理し、研究が必要な技術課題について絞込み実施して

いく。 

２１．人工基底膜および擬似基底膜についてはヒト ES 細胞を用いた検討を行うべく、京大グループ

等に提供し、計画通り機能評価を進める。 

２２．分化誘導制御技術について進めている様々な方法について、引き続き長所短所を明確にし系

統化・体系化に取り組む。 

２３．指摘事項は構築したモデル細胞の実用化に向けたプロジェクト後半での重要な課題であり、

その証明に向けたデータを取得し、その評価に努める。 

２４．ヒト ES 細胞からの神経変性疾患モデル細胞の構築は、先行する類似研究との比較評価を行い、

引き続き、研究内容の見直しや前倒し実施も含め優位性の維持に努める。 

２５．ES 細胞由来の心筋細胞を用いた毒性試験はヒト ES 細胞から分化誘導された細胞を用いた研

究への展開を進める。 

２６．肝細胞の機能の評価方法・評価基準等の作成などの取り組みを強化すべく、既に着手した。

２７．既に肝細胞チームを立ち上げる等実施しているところであるが、今後とも、グループ間で進

行スケジュール等の確認・すり合わせを行い、研究計画を柔軟に効率的に運用していく。 

２８．個々の技術について、創薬メーカーのニーズを捉えつつ実用化までの課題を整理し、実用化

可能性を考慮し、優先順位をつけて目標および配分を見直していく。 

２９．生命倫理問題についてのアプローチについては 8 月に指針の改定があり研究の制約は緩和さ

れたところであるが、iPS 細胞の利用も視野に入れ実用化を検討していく。 

３０．DNA センサー、細胞センサーなどを用いた生物学的評価分野で用いられる計測技術は、本プ

ロジェクトにおける細胞評価技術とも関連するので、今後も先行する技術については積極的に

導入していく。 

３１．これまでも成果発信を行っているところであるが、特に本テーマの成果については一般向け

にも広報を進め、本研究への理解を広めていく。 

 

なお、本研究の ES 細胞の分化誘導を中心とする技術は iPS 細胞に対しても適用可能な技術と考え

られるため、本研究の成果は、iPS 細胞の実用化促進および我が国の優位性確立にも貢献しうるも

のであり、実施意義はさらに大きいものになったと考えら。その現状を踏まえ、iPS 細胞に関する

技術進歩を踏まえつつ、実用化のロードマップを見直すなど、今後も引き続き柔軟に情勢を捉えて

計画を見直していく。 

  
評価に関する事

項 

事前評価 なし 

中間評価 19 年度 中間評価実施 

事後評価 22 年度 事後評価実施 
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Ⅲ．研究開発成果に

ついて 

 

１．ヒト ES 細胞の加工技術開発 

・ヒト ES 細胞への遺伝子導入による安定Ｔｅｔ－Ｏｎ株の作出に成功 

  （導入遺伝子発現制御に成功） 

・ヒト ES 細胞の相同組み換え技術を確立 世界的な高効率優位技術 

２．ヒト ES 細胞の分化誘導制御技術開発 

・神経幹細胞・神経前駆細胞への高効率分化誘導に成功 

   （日本人由来のヒト ES 細胞株を利用） 

・心筋細胞、肝細胞、血管系細胞及びアストロサイトへの分化誘導技術を確立 

３．研究用モデル細胞の構築技術の開発 

・神経変性疾患原因遺伝子の発現ベクターを構築 

・疾患関連遺伝子導入安定発現株樹立（株数増加中） 

・BBB モデル構築技術確立（３次元モデル培養系構築技術進展） 

・ハイスループットスクリーニング（HTS）技術構築 

４．細胞外環境の人工制御技術開発 

・マウス基底膜分子構成をデータベース化「Mouse Basement Membrane Bodymap」 

・人工基底膜による ES 細胞の選択的分化誘導制御技術開発に着手 

・基底膜構造体培養基質を創製 

・脳血流関門培養系コラーゲン繊維基質開発 

５．モデル細胞を利用した創薬支援ツールの開発 

・薬物動態研究用モデルである肝細胞を用いるサンドイッチ培養法技術を構築 

・無染色画像処理型細胞精製技術開発、データベース化 

・アプタマー可逆修飾細胞精製技術確立 

論文/文献/学会発表等 「論文/文献」１９３件、「学会/研究会」３３２件 

特  許 「出願済」２４件（うち国際出願６件） 

その他の外部発表 

（プレス発表等） 

「新聞/マスコミ」４５件 

 

平成２２年５月１８日に、「ＮＥＤＯ公開シンポジウム」を開催し、 

研究開発成果を広く一般に公表した。 

Ⅳ．実用化、事業化

の見通しにつ

いて 

１．ヒト ES 細胞の加工技術開発 

・作業効率と付加機能性が向上するとともに細胞医療・細胞加工ビジネスへ期待 

２．ヒト ES 細胞の分化誘導制御技術開発 

・日本人由来のヒト ES 細胞を利用したことで日本人における薬効、安全性の確認等への利用に期待

３．研究用モデル細胞の構築技術の開発 

・神経変性疾患モデル神経細胞を用いた医薬品候補化合物スクリーニング系への利用に期待 

４．細胞外環境の人工制御技術開発 

・世界的標準リファレンスとなりうる成果であり一部製品化された他、技術移転交渉中 

５．モデル細胞を利用した創薬支援ツールの開発 

・ヒト肝細胞に適用し創薬プロセスの効率化への期待 

・心筋毒性スクリーニングビジネス 

 

Ⅴ．基本計画に関す

る事項 

 

作成時期 平成 17 年 3月制定 

変更履歴 

平成 18 年 1月一部改訂。 

平成 20 年 1月一部改訂。プロジェクトリーダー名の記載 

平成 20 年 7月、イノベーションプログラム基本計画の制定により、「（１）研究開発

の目的」の記載を改訂 



 

技術分野全体での位置づけ 

（分科会資料５―２－１より抜粋） 
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 「研究用モデル細胞の創製技術開発」 

全体の研究開発実施体制 

 
 



 

「研究用モデル細胞の創製技術開発」（事後評価） 

評価概要（案） 

 
１．総論 
１）総合評価 
ヒトＥＳ細胞の産業利用を目指した我が国初のプロジェクトとして、戦略的

な目標を設定し、ヒトＥＳ細胞を用いた研究モデル細胞の創出に大きく貢献し

た。さらに我が国が現在力を入れている ヒト iPS 細胞を用いたモデル細胞の創

製にも大きな貢献をしたものと考えられ、高く評価できる 
プロジェクトリーダーの強力なリーダーシップの下、バックグランドが異な

る研究者グループを率いて研究開発に取り組んだ結果、世界的に優位性のある

複数の成果を創出した。また、創薬利用の観点から実用化につながる複数の芽

を創出することが出来、創薬における薬効評価・安全性評価に加えて、幹細胞

研究・再生医学研究などの関連分野や今後の iPS 細胞研究に大いに活かされる

と考えられる。 
その一方、この優れた成果は、論文発表はされているものの、研究者コミュ

ニティーへの還元については、改善の余地がある。事業化あるいは公的バンク

への deposit 等により、研究者コミュニティーへの還元を加速されたい。 
 

２）今後に対する提言 
今後の創薬研究の効率化とそのための基盤形成のためにも、ヒトＥＳ細胞を

用いた研究用モデル細胞の創製技術開発研究をさらにパワーアップし、世界標

準を作って行くことを期待したい。 
本プロジェクトの成果を創薬の場で実用化に繋げるためには、製薬企業が組

みたいと考える疾患分野や治療戦略に基づき評価系を構築するなど、製薬企業

との共同開発を推進する必要性がある。 
また、実用化に至らなかったモデル細胞について、今後の具体的な検討課題

を整理し、得られた成果をより有効に活用するように今後の支援体制について

検討することが必要である。 
 
２．各論 
１）事業の位置付け・必要性について 
安全性が高く、有効性も良好な新薬の開発に資するヒトＥＳ細胞の産業応用

は、我が国の製薬企業の競争力を高めるための新技術開発であるが、開始時は
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倫理面、制度面でのハードルが高く、ニーズは高いもののリスクが極めて大き

いことから民間活動のみでは改善できないものであることが多く、又は公共性

が高いことに鑑み、ＮＥＤＯの関与が必要とされる事業である。 
本プロジェクトは日本におけるヒトＥＳ細胞の基盤研究技術を底上げするも

ので、国家戦略上も重要な事業と位置づけられ、欧米諸国が国家的支援を行っ

ている状況から、本事業が実施されたことは、健康安心イノベーションプログ

ラムの目標達成のために大きな寄与をしたものと評価できる。 
また、本研究で得られた知見は創薬だけではなく幹細胞を用いた再生医療や

基礎研究にも利用可能であり、創薬基盤支援のみならず、ライフサイエンス研

究全般への大きな波及効果が期待される。 
 
２）研究開発マネジメントについて 
再生医学・再生医療の内外の技術動向、市場動向等を見たとき、本プロジェ

クトは、ヒトＥＳ細胞の加工技術、分化誘導技術、モデル細胞構築という研究

の流れを的確に考慮した戦略的な目標が設定されており、適切であると考えら

れる。プロジェクトリーダーのリーダーシップのもと、幹細胞の基礎生物学だ

けでなく、企業の研究者、薬理の研究者など分野を超えた世界トップクラスの

研究開発実施体制で、各研究グループが連携して研究が推進された。また、直

接的に関係が薄かった装置開発テーマの途中中止や、追加公募による細胞外環

境の人工制御技術開発を加えるなど、適切なマネジメントがされており評価で

きる。 
しかしこの分野は競争が激しく、特にここ数年で技術が大きく進歩し欧米を

中心に実用化も始まっている情勢を考慮し、到達目標の再設定や競争力のある

テーマへの絞込みをより積極的に行なう必要があった。また、一部メンバーの

事業全体への貢献度や実用化への積極的な関与に物足りなさを感じた。今後の

実用化に向けた課題とその実現体制についてさらなる検討が必要であると考え

られる。 
 
３）研究開発成果について 
細胞外マトリックスの研究やヒトＥＳ細胞の相同組み換え技術など世界的に

優位性がある複数の成果を創出し、全体の目標達成レベルは高く、投入予算に

見合った成果が得られている。また、本プロジェクトの成果は一部商品化され

ており、本邦初のものとして再生医療、再生医学の研究に資するところとして、

評価できる。 
ヒトＥＳ細胞を利用して薬剤候補の毒性試験が可能であることは創薬に役立

つことが期待される。世界的にみてヒトＥＳ細胞から分化誘導した細胞が創薬
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向けに広く製造販売されていない現状を考えると、実用化に向けた今後の取り

組みこそが重要である。 
成果の発表は論文や学会発表など適切に行われているが、今後、本プロジェ

クトで得られた研究成果に関する情報発信を積極的に行うことにより、様々な

ヒト細胞の産業利用の重要性についての社会的認知度を高めていくことが期待

される。 
また、細胞加工技術について特許出願しないでノウハウとして技術を保有し

ていることは、アカデミアでの使用については問題がないが、企業での使用や

事業化の際には支障が出る可能性がある。 
 
４）実用化の見通しについて 
全体として実用に向けて研究が進展し、ヒトＥＳ細胞由来心筋細胞を用いた

心毒性評価法や人工基底膜による分化誘導制御技術開発など他の競合技術と比

較して高い優位性を見出すことができる。さらに、創薬における薬効評価・安

全性評価に加えて、幹細胞研究・再生医学研究などの関連分野や iPS 細胞研究

への波及効果も期待出来る。 
しかし、本プロジェクトでは、神経、肝臓等将来有望な領域を含むものの、

実用化に向けてまだ基礎生物学的な検討のほか、製造した細胞の同等性評価な

ど検討課題が残されている。学術論文を先に出しておきながら、事業化は外国

のグループに先をこされた例（ヒトＥＳ細胞の未分化維持システム）もあり、

一層の努力を期待したい。 
 
 
 
 
 



 

個別テーマに関する評価 

 研究開発成果について 実用化の見通しについての評価及び今後の提言 
ヒトＥＳ細胞の

加工技術開発 
モデル細胞の構築に必須な基盤技術として、

ヒトＥＳ細胞への遺伝子導入技術、誘導発現技

術、相同組換え技術の開発を行い、個別課題の

みならず全体としても目標を十分に達成した。

ヒトＥＳ細胞の相同組み換え技術など、独自性

の高い重要な技術で世界初の評価すべき点も

多く、幅広い応用の可能性がある。今後これら

の成果に関する情報発信を積極的に行えば、市

場の拡大或いは市場の創造につながることが

期待できる。 
一方、遺伝子相同組み換えがベクターや細胞

によって大きく異なる理由が明らかになれば

効率をより高めることができる可能性があり、

そのためにも分子メカニズムの解析を詳細に

行う必要がある。今後、相同組み換えの効率を

高める新コンセプトの創成と技術開発に期待

する。 
また、研究成果として多数の論文が発表さ

れ、一般研究者に対して積極的な情報発信の努

力が認められるが、技術移転などの成果の実用

ヒトＥＳ細胞の加工技術は、ヒトＥＳ細胞・iPS 細

胞の創薬分野、再生医療への活用のために必須の技術

であり、技術ライセンスや細胞ビジネスなど実用化の

イメージは妥当である。 
また、1)キット発売, 2)ノウハウのライセンスアウト

など、事業化に取り組みを開始しており、関連分野に

おいて一定の波及効果が期待できる。将来的に本法が

実用化されれば、遺伝子異常を有するＥＳ細胞の遺伝

子を修復できる可能性が有ると考えられる。 
但し、実用化は世界をリードして行われるべきもの

であるが、若干出遅れている感もある。また、成果に

ついては研究者コミュニティーに早く情報提供すべ

きである。 
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化と普及に関しての効果的な取組みが今後の

課題である。 
ヒトＥＳ細胞の

分化誘導制御技

術開発 

世界的にも競争の厳しいところであるが、要

素技術の開発では、大変優れているものも少な

くない。人工基底膜による分化誘導技術の開発

は、多数の細胞外マトリックスの系統的な発現

解析から人工合成にいたるまでを戦略的・計画

的に推進しており、基盤技術として価値が高

い。また、心筋分化誘導技術については、ＥＳ

細胞由来心筋細胞を用いたＱＴ延長測定系を

確立し、ベンチャー企業において事業化まで進

んでいることを高く評価する。 
しかし、神経分化誘導技術については、他の

報告と比較して技術の独自性、優位性が必ずし

も明確ではない。肝細胞様細胞の樹立研究は大

きく進展が見られたものの、肝細胞様細胞の成

熟化の促進において検討課題が残されている。

 
 

基底膜蛋白質の高発現系の開発とヒトＥＳ細胞の

分化制御の連携は素晴らしいものがあり、すぐにでも

実用化できる可能性を示している。 
またヒトＥＳ細胞・iPS 細胞由来心筋細胞を用いた

委託毒性評価をベンチャー企業が世界に先駆けて実

用化したことの意義は大きい。さらに多数の薬剤に関

する検証データを集め、利便性を向上させることが出

来れば、事業規模はさらに広がる可能性がある。 
一方、 ヒトＥＳ細胞の未分化維持システムでは、

論文発表では本事業の方が先行していたのにも係わ

らず、海外で先に商品化された。今後、価格・品質の

面で勝る技術を早く事業化し、先行の製品より良い日

本発の製品として商品化することが待たれる。 
また、基盤研究としての実用化のイメージは明確で

あり、それにより優れた研究成果が得られたが、実用

化を目指すＮＥＤＯのプロジェクトとしては更なる

努力が求められる。機能細胞の分化誘導について、ス

ペック、量、生産コストなどについての具体的な目標

設定や開発行程が不明確であり、今後具体的な目標設

定と課題抽出へと適切に発展させて欲しい。 
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研究用モデル細

胞の構築技術の

開発 

技術的な観点から、国際的にみてまだまだ未

開発な部分が多い challenging な領域である

が、困難なテーマに取り組んだ努力は評価でき

る。 
ハイスループットスクリーニング(HTS)技

術の開発では機器システムのプロトタイプが

完成し、心筋分化誘導促進物質の探索において

低分子化合物が同定され、実際に幹細胞を用い

て化合物の発見へとつながることを実証した。

一方で神経疾患のモデル作成のためにＥＳ

細胞に遺伝子変異を起こさせる研究や研究用

モデル細胞としてのヒト肝細胞は、まだまだ改

善の余地があるといえよう。さらに「血液脳関

門モデルの創製」では一定の成果が得られたと

評価されるものの実用的なレベルまで細胞特

性を向上させるには、目標とする細胞特性をよ

り具体的に設定して研究を継続させる必要が

ある。 

ヒトＥＳ細胞・iPS 細胞由来の分化細胞を用いた創

薬評価系は、今後ますます注目される分野であり、基

盤研究としての実用化のイメージは明確であり適切

である。今後はより具体的な用途に絞って細胞分化、

スクリーニングの簡便さなどの改良を進めるととも

に、同等性を評価し確保する技術開発が進むことを期

待する。 
しかし、研究用モデル細胞としては、神経細胞、肝

細胞とも興味深いものの、実用化には課題が残る。実

用化のためには全般的な技術躍進が必要である。今回

構築した神経変性疾患モデル細胞を今後、スクリーニ

ング等の創薬研究で利用するためには、利便性、コス

ト、細胞供給などの面で改善が必要である。 
また、機能細胞の均一性の確保のための技術開発

や、機能細胞の大量創出技術の開発などの現実的なテ

ーマ設定があっても良かった。 
 

 



 

３．評点結果 
３．１ プロジェクト全体 

2.1 

2.3 

2.4 

2.9 

0.0 1.0 2.0 3.0 

４．実用化の見通し

３．研究開発成果

２．研究開発マネジメント

１．事業の位置付け・必要性

 

平均値 

 
評価項目 平均値 素点（注） 

１．事業の位置付け・必要性について 2.9 A A A A A A B
２．研究開発マネジメントについて 2.4 A B A A B B B
３．研究開発成果について 2.3 A A B B A B C
４．実用化の見通しについて 2.1 B A B B B A C
（注）A=3，B=2，C=1，D=0 として事務局が数値に換算し、平均値を算出。 

 
〈判定基準〉  
１．事業の位置付け・必要性について ３．研究開発成果について 
・非常に重要          →A
・重要             →B
・概ね妥当           →C
・妥当性がない、又は失われた  →D

・非常によい         →A
・よい            →B
・概ね妥当          →C
・妥当とはいえない      →D

２．研究開発マネジメントについて ４．実用化の見通しについて 
・非常によい          →A
・よい             →B
・概ね適切           →C
・適切とはいえない       →D

・明確            →A
・妥当            →B
・概ね妥当であるが、課題あり →C
・見通しが不明        →D
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３．２ 個別テーマ 
 
３．２．１ ヒトＥＳ細胞の加工技術開発 
 

2.3 

2.9 

0.0 1.0 2.0 3.0 

2.実用化の見通し

1.研究開発成果

 平均値 
 
 
３．２．２ ヒトＥＳ細胞の分化誘導制御技術開発 
 

2.0 

2.9 

0.0 1.0 2.0 3.0 

2.実用化の見通し

1.研究開発成果

 平均値 
 
 
３．２．３ 研究用モデル細胞の構築技術の開発 

2.0 

2.0 

0.0 1.0 2.0 3.0 

2.実用化の見通し

1.研究開発成果

 平均値 
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個別テーマ名と評価項目 平均値 素点（注） 

３．２．１ ヒトＥＳ細胞の加工技術開発 

 １．研究開発成果について 2.9 A A A A A A B
 ２．実用化の見通しについて 2.3 A A B B B B B
３．２．２ ヒトＥＳ細胞の分化誘導制御技術開発 

 １．研究開発成果について 2.9 A A A A A A B
 ２．実用化の見通しについて 2.0 A A B B B C C
３．２．３ 研究用モデル細胞の構築技術の開発 

 １．研究開発成果について 2.0 A B B B B B C
 ２．実用化の見通しについて 2.0 B A B B B B C

（注）A=3，B=2，C=1，D=0 として事務局が数値に換算し、平均値を算出。 
 

 

〈判定基準〉  
１．研究開発成果について ２．実用化の見通しについて 
・非常によい          →A
・よい             →B
・概ね適切           →C
・適切とはいえない       →D

・明確            →A
・妥当            →B
・概ね妥当であるが、課題あり →C
・見通しが不明        →D
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